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6.2.2 土地利用 

(1) 現況土地利用、土地利用の推移・動向 

概況調査地域の広瀬川及び名取川の右岸は、平地部に市街地が広がっている。広瀬

川の左岸は、国道４号の西側は市街地が広がり、国道４号の東側から仙台東部道路に

かけて、扇町から六町の目付近の国道 45 号一帯では産業系の土地利用がみられる。 

事業予定地を含む荒井地区から沖野、飯田地区にかけては住居系を主体とした土地

利用が行われている。 

海岸部は、クロマツ林の植林の中に小規模のアカマツ群落や海岸線の南端は井土浦

の干潟及び湿地が確認され、一帯が仙台湾海浜県自然環境保全地域に指定されている。 

荒井、沖野、飯田地区と海岸部にはさまれた地区は農用地となっており、仙台東部

道路仙台東インターチェンジの東側に、大沼、赤沼及び南長沼の湖沼群が点在してい

る。 

過去の土地利用推移・動向をみると、1964 年（昭和 39 年）当時は、国道 4 号仙台

バイパスは整備されておらず、扇町から六町の目付近の産業系の土地利用もみられな

い。 

また、荒井、沖野、飯田地区付近の土地利用では、霞の目飛行場及び周辺に既存集

落が存在する程度である。 

これらの地区は、昭和 40 年代より土地区画整理事業や開発行為により整備が進展し

ている（図 6.1.3－8 p.6－72 参照）。 

事業予定地の北側に隣接する仙台市荒井土地区画整理事業地（149.9ha）により大規

模な市街化が図られている。七郷小学校区は若林区の小学校区の中で、平成 12 年か

ら平成 22 年にかけた人口の伸び率が最も高くなっている。 

事業予定地は、表 6.2.2－1 に示すとおり、ほとんどが水田を主体とした農地である。事業

予定地の北西側には既存宅地が 2 軒立地している。また、事業予定地の南側にはドッグラン

（犬を放して自由に遊ばせることができる専用の広場）がある。 

 

表 6.2.2－1 現況土地利用 

 合計 農用地 森林 原野 

水面 

河川 

水路 

道路 宅地 その他

面積(ha) 17.8 15.5 ― ― 0.9 1.3 0.1 ― 事業 

予定地 割合(％) 100.0 87.0 ― ― 5.1 7.3 0.6 ― 

出典：市街化区域編入要望地区箇所別カルテ（平成 20 年 12 月 仙台市荒井南土地区画整理組合設立準備委員会） 

※ドッグランの面積は農用地に含まれる。 

 

(2) 法令等に基づく用途区分の状況等 

概況調査地域における市街化区域（用途地域）の指定状況は、図 6.2.2－2 に示すと

おりである。 

事業予定地の北側・東側は、第二種住居地域となっている。 

事業予定地の南側、西側及び事業予定地内は、市街化調整区域であり、用途地域は

指定されていない。 
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図 6.2.2-1 現況土地利用図（事業予定地） 
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図 6.2.2-2 用途地域の指定状況 
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用途地域の凡例 

 

 


